
主な
記事やしお

市議会だより
やしお
市議会だより

N0.119

市の花「花桃」

二次元コード
から市議会
ホームページ
にアクセス
できます！

令和7年 2 月　 FEBRUARY.2025

●定例会レポート
請願、意見書、議会Q＆A・議案処理結果一覧表
……………………………………………2～3
●一般質問から
「八潮市学校適正配置指針・計画について」、
「ハクビシン、アライグマ等による被害について」、
「市内中小企業者の経営力強化を後押しする施
策について」などの一般質問……………4～6
●委員会のうごき
委員会のうごき、編集後記ほか……………7～８

●定例会レポート
請願、意見書、議会Q＆A・議案処理結果一覧表
……………………………………………2～3
●一般質問から
「八潮市学校適正配置指針・計画について」、
「ハクビシン、アライグマ等による被害について」、
「市内中小企業者の経営力強化を後押しする施
策について」などの一般質問……………4～6
●委員会のうごき
委員会のうごき、編集後記ほか……………7～８

●発行/八潮市議会　編集/八潮市議会報編集委員会　〒340-8588 埼玉県八潮市中央一丁目2番地1　☎048-996-2111（内線277）
「やしお市議会だより」は、環境にやさしい再生紙と植物油インクを使用し、ユニバーサルデザインフォントを本文に採用しています。　

「令和6年度八潮市一般会計補正予算（第７号）
　　　　　　　　　　など全22議案を可決」
「令和6年度八潮市一般会計補正予算（第７号）
　　　　　　　　　　など全22議案を可決」

市民のうごき
令和7年（２０25年）1月１日現在

前月比
人口

男

女

世帯

……………………93,632人 （＋102）

……………………48,566人 （＋62）

……………………45,066人 （＋40）

…………………47,082世帯（＋98）

　
八
潮
市
議
会
で
は
本
会
議
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
り
ラ
イ
ブ
・
録
画
配
信
し
て

い
ま
す
。
最
新
の
録
画
配
信
は
本
会
議
終

了
後
、
お
お
む
ね
５
日
後
（
土
曜
、
日
曜
、

祝
日
を
除
く
）
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
な
お
、
ラ
イ
ブ
配
信
お
よ
び
録
画
配
信

は
、
八
潮
市
議
会
の
公
式
記
録
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
公
式
記

録
に
つ
い
て
は
、

２
月
下
旬
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
予

定
の
会
議
録
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

本
会
議
の
ラ
イ
ブ・録
画

配
信
の
ご
案
内

本
会
議
の
ラ
イ
ブ・録
画

配
信
の
ご
案
内

　
令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
（
12
月
２
日
〜
19

日
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
、「
令
和
６
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）」
な
ど
補
正
予
算

関
係
12
議
案
、
そ
の
他
「
八
潮
市
部
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
な
ど
９

議
案
、
あ
わ
せ
て
21
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
の
拡
大
に
つ
い
て
の
請
願
書
」
を
採
択
し
、

議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
企
業
・
団
体
献
金
の

禁
止
を
求
め
る
意
見
書
」
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
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令和7年（２０25年）2月

請
願
名

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
の
拡
大
に
つ
い
て
の
請
願
書

【
要
旨
】

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
を
拡
大
し
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
も
身
体
障
害

者
手
帳
・
療
育
手
帳
所
持
者
と
同
等

の
対
象
に
す
る
こ
と
。

【
理
由
】

　

埼
玉
県
議
会
平
成
30
年
12
月
定
例

会
で
、「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
２
級
所
持
者
を
『
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成
制
度
』
の
対
象
と
す

る
よ
う
求
め
る
請
願
」
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
は
、
障
が
い
が
あ
る
方
と
そ
の
家

族
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
の
医
療

費
の
一
部
負
担
金
を
市
町
村
条
例
に

基
づ
き
助
成
す
る
制
度
で
、
県
が
補

助
金
を
交
付
し
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
」
の
対
象
者
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
で
は
１
か
ら
３
級
、
知
的
障
害

の
療
育
手
帳
で
は
Ⓐ
か
ら
Ｂ
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
は
１
級
の
み
が
対
象
と
さ
れ

て
お
り
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
級
で
も
精
神
病
床
へ
の
入
院
費

用
は
対
象
外
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

精
神
障
が
い
は
見
た
目
に
は
分
か

り
に
く
く
、
仕
事
や
勉
強
、
家
庭
生

活
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
「
生
き

づ
ら
さ
」
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
症
状
が
治
ま
っ
て
い
て
も
再

発
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、 

精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
２
級
所
持
者
の
多
く

は
安
定
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
困

難
で
、
年
収
１
０
０
万
円
未
満
の
方

が
75
％
に
の
ぼ
る
調
査
も
有
り
ま
す
。

親
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
経
済
的
に

困
窮
し
て
い
る
世
帯
が
多
い
の
が
現

状
で
す
。
そ
こ
に
医
療
費
負
担
が
重

く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
保
護
は
医
療
費
全
額
公
費
負

担
で
す
。
安
定
し
た
生
活
を
送
る
た

め
に
は
長
期
に
わ
た
っ
て
薬
を
服
用

し
続
け
る
こ
と
と
な
り
、
身
体
的
疾

病
に
罹
患
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
精

神
障
害
者
の
命
を
守
る
施
策
と
し
て
、

以
下
の
２
点
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

１　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２

級
所
持
者
を
「
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
制
度
」
の
対
象
に
す

る
こ
と
。

２　

精
神
科
病
床
へ
の
入
院
も
「
重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
」
の
対
象
に
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
１
２
４
条

の
規
定
に
よ
り
請
願
い
た
し
ま
す
。

提
出
日　

令
和
６
年
11
月
18
日

請
願
者

（
代
表
）
精
神
障
害
者
家
族
会　

Ｙ

Ｓ
Ｋ
会
長　

髙
波　

幸
雄

住
所　

八
潮
市
伊
草
一
丁
目

　

な
お
、
同
請
願
に
つ
い
て
、
福
祉

環
境
常
任
委
員
会
で
審
査
し
、
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
、
同
委
員
会
か

ら
「
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
大
に
つ
い
て
の
請
願
書
」

を
提
出
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

政
治
と
金
の
問
題
が
大
き
な
争
点

に
な
っ
た
令
和
６
年
10
月
27
日
執
行

の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
与
党
が

過
半
数
割
れ
に
な
り
、
政
治
と
金
の

問
題
に
対
す
る
有
権
者
の
関
心
の
高

ま
り
と
民
意
が
示
さ
れ
た
。

　

30
数
年
前
の
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
や

佐
川
急
便
事
件
な
ど
を
契
機
に
、
国

民
か
ら
の
金
権
政
治
へ
の
批
判
を
受

け
て
、
た
び
た
び
政
治
資
金
規
正
法

が
改
正
さ
れ
た
。
派
閥
へ
の
企
業
団

体
献
金
は
禁
止
と
な
っ
た
が
、
政
治

資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催
は
容
認
さ

れ
、
企
業
・
団
体
献
金
の
抜
け
道
と

な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
こ
と
が
今
回
の
組
織
的
な
裏

金
問
題
を
引
き
起
こ
し
、
有
権
者
の

批
判
を
招
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。

　

金
に
よ
る
政
治
の
弊
害
を
一
掃
す

る
に
は
、
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
券

に
よ
る
収
入
も
含
め
企
業
・
団
体
献

金
を
全
面
禁
止
し
、
癒
着
の
根
を
断

つ
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　

し
た
が
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
法

改
正
を
行
い
、
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ

ー
券
に
よ
る
収
入
も
含
め
、
企
業
・

団
体
に
よ
る
寄
附
を
禁
止
す
る
こ
と

を
強
く
要
望
す
る
。　

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

令
和
６
年
12
月
19
日

　
　
　
　
　
　

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣

総
理
大
臣
、
総
務
大
臣

A　
市
議
会
は
、
市
民
が
選
ん
だ
代

表
者
で
あ
る
市
議
会
議
員
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
意
思
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
に
関
す
る

問
題
を
調
査
し
、
審
議
し
て
ど
う
処

理
す
べ
き
か
を
決
め
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
市
議
会
は
「
議
事
機
関
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
市
長
は
議
会
の
決
定
に
基

づ
い
て
、
実
際
の
市
政
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
長
は
「
執

行
機
関
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
と
市
長
は
、
お
互
い
に
独

立
し
た
立
場
か
ら
協
力
し
あ
っ
て
市

民
生
活
の
向
上
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

A　
議
会
の
構
成
員
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
議
員
の
選
出
は
、
住
民
の
選

挙
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
、
住
民
を
代
表
す
る
地
位
に
あ
り

ま
す
。

A　
市
議
会
議
員
は
、
４
年
ご
と
の

選
挙
に
よ
っ
て
市
民
の
中
か
ら
選
ば

れ
ま
す
。日
本
国
民
で
選
挙
権
が
あ
り
、

連
続
し
て
３
カ
月
以
上
市
内
に
住
所

の
あ
る
満
25
歳
以
上
の
方
な
ら
、
誰

で
も
立
候
補
で
き
ま
す
。

　
選
挙
で
当
選
し
て
議
員
に
な
る
と
、

４
年
間
が
議
員
と
し
て
の
活
動
期
間

と
な
り
ま
す
。

　
議
員
定
数
は
、
市
の
条
例
で
定
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
八
潮
市
議
会
の
場
合
、
現
在
の
定

数
は
21
人
で
す
。

A　
議
長
と
副
議
長
は
、
議
員
の
中

か
ら
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
ま
す
。

議
長
は
、
市
議
会
の
代
表
者
で
す
。

議
会
の
時
に
は
議
事
を
進
め
る
こ
と
、

議
場
の
秩
序
を
保
つ
こ
と
な
ど
、様
々

な
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
議
会
の
代
表
と
し
て
会

議
に
出
席
し
た
り
、
他
の
機
関
と
協

議
を
し
た
り
と
、
重
要
な
役
割
が
あ

り
ま
す
。

　
副
議
長
は
、
議
長
が
欠
け
た
時
や

議
長
が
出
張
な
ど
で
不
在
の
時
に
、

議
長
の
代
わ
り
を
つ
と
め
ま
す
。

A　
議
会
は
、
市
長
が
招
集
し
ま
す
。

八
潮
市
で
は
、
本
会
議
が
始
ま
る
日

の
７
日
前
ま
で
に
市
長
が
告
示
し
ま

す
。

A　
議
会
は
、原
則
と
し
て「
定
例
会
」

と
「
臨
時
会
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
定
例
会
は
、
定
期
的
に
招
集
さ
れ

る
議
会
の
こ
と
で
す
。
八
潮
市
議
会

の
定
例
会
は
、
条
例
で
年
４
回
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
３
月
、
６
月
、
９
月
、

12
月
に
開
か
れ
ま
す
。

　
臨
時
会
は
、
急
を
要
す
る
案
件
が

あ
る
場
合
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
開

か
れ
る
議
会
の
こ
と
で
す
。

　
な
お
、
定
例
会
や
臨
時
会
と
せ
ず
、

条
例
で
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
１
年

間
を
会
期
（
議
会
が
活
動
で
き
る
期

間
）
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

A　
議
会
の
議
決
を
得
る
た
め
、
市

長
又
は
議
員
（
議
員
で
構
成
す
る
委

員
会
か
ら
も
可
）
が
、
議
会
に
提
出

す
る
案
件
の
こ
と
で
す
。

　
案
件
の
内
容
は
主
に
、
地
方
自
治

法
第
96
条
に
、
議
会
の
議
決
す
べ
き

事
件
（
条
例
を
設
け
る
こ
と
、
予
算

を
定
め
る
こ
と
、
決
算
を
認
定
す
る

こ
と
な
ど
10
数
項
目
）
と
し
て
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

A　
本
会
議
に
お
い
て
、
議
員
が
市

の
仕
事
全
般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関

か
ら
現
在
の
状
況
や
こ
れ
か
ら
の
考

え
を
聞
く
こ
と
で
す
。　

　
手
続
き
は
、
法
律
で
は
定
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
議
会
の
監
視
権
に

基
づ
き
議
会
規
則
に
規
定
し
て
い
ま

す
。
　
一
般
質
問
は
、
市
の
事
務
に
つ
い

て
自
由
に
行
え
ま
す
が
、
本
会
議
で

の
発
言
は
本
会
議
を
離
れ
て
も
責
任

を
問
わ
れ
ま
す
の
で
、
議
員
は
、
質

問
す
る
こ
と
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

た
う
え
で
一
般
質
問
に
臨
み
ま
す
。

意

見

書

議
会
の
Ｑ
＆
Ａ

請

願

　

定
例
会
に
お
い
て
、
１
件
の
意
見

書
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
可
決
し
た
意
見
書
は
、
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

企
業
・
団
体
献
金
の
禁
止
を

求
め
る
意
見
書

請願・意見書

　
今
回
は「
議
会
の
Ｑ
＆
Ａ
」と
題
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
議
会
に
対
し

て
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　
な
お
、内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

Q　
議
員
と
は

Q　
議
会
の
役
割
は

Q　
議
案
と
は

Q　
一
般
質
問
と
は

Q　
議
会
は
ど
の
よ
う
に

　
　
開
か
れ
る
の
で
す
か

Q　
議
会
は
、
１
年
に
何
回

　
　
開
か
れ
る
の
で
す
か

Q　
議
長
と
副
議
長
の
役
割
は

Q　
議
員
の
任
期
と
人
数
は

｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜・｜
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●請願処理結果一覧表

●市長提出議案処理結果一覧表

●議員提出議案処理結果一覧表

付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号

総文

総文・建水・福環

福環

建水

〃

〃

〃

〃

福環

〃

建水

〃

総文

〃

〃

〃

建水

総文

福環

〃

〃

原案承認

原案可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

×

○

○

○

○

専決処分の承認を求めることについて｛令和６年度八潮市一般会計補正予算（第６号）｝

令和６年度八潮市一般会計補正予算（第７号）

令和６年度八潮市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

令和６年度稲荷伊草第二土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

令和６年度鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

令和６年度大瀬古新田土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

令和６年度西袋上馬場土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

令和６年度八潮南部東一体型特定土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

令和６年度八潮市介護保険特別会計補正予算（第２号）

令和６年度八潮市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和６年度八潮市上水道事業会計補正予算（第１号）

令和６年度八潮市公共下水道事業会計補正予算（第２号）

八潮市部設置条例の一部を改正する条例について

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について

市長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例について

八潮市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

財産の取得について

工事請負契約の締結について

八潮市立はちじょうきた学童保育所の指定管理者の指定について

八潮市立どんぐり学童クラブの指定管理者の指定について

八潮市立おおぜ学童保育所の指定管理者の指定について

議案第85号

議案第86号

議案第87号

議案第88号

議案第89号

議案第90号

議案第91号

議案第92号

議案第93号

議案第94号

議案第95号

議案第96号

議案第97号

議案第98号

議案第99号

議案第100号

議案第101号

議案第102号

議案第103号

議案第104号

議案第105号

自民みらい公明 声は共産市民

付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号

付託省略

〃

原案否決

原案可決

×

○

○

○

×

○ ○

○

○

○

○

温室効果ガスの大幅な削減目標をたて、再生可能エネルギーの本格的な活用を求める意見書

企業・団体献金の禁止を求める意見書

議第14号議案

議第15号議案

自民みらい公明 声は共産市民

付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号

福環 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○重度心身障害者医療費助成制度の拡大についての請願書請願第6号

自民みらい公明 声は共産市民

※自民…自民クラブ、みらい…みらい会議８４０、公明…公明党、声は…声は力・維新・立憲・ファイトの会、共産…日本共産党、市民…市民と市政をつなぐ会、
　○は賛成、×は反対、○などの後の数字は人数。

○1
×2

○1
×2

○1
×2

○2
×1

令和6年第4回定例会
※総文…総務文教、建水…建設水道、福環…福祉環境の略

議案の処理結果



　

令
和
６
年
第
４
回
定
例
会

の
一
般
質
問
は
、12
月
16
日
・

17
日
・
18
日
の
３
日
間
に
わ

た
り
、
16
人
の
議
員
が
49
項

目
の
質
問
事
項
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、各
議
員
の
主
な
質

問
の
一
部
と
、
そ
れ
に
対
す

る
市
の
見
解
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
八
潮
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
会

中
継
（
録
画
）
ま
た
は
２
月

下
旬
に
更
新
予
定
の
八
潮
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

一般質問から

八
潮
市
学
校
適
正
配
置
指
針
・

計
画
に
つ
い
て

２
番

小
宮  

弘
子

21
番

朝
田  

和
宏

12
番

大
泉  

芳
行

8
番

前
原  

鮎
美

こ
ど
も
ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー

宣
言
に
つ
い
て

八
潮
市
民
が
負
担
増
と
な
る

国
保
税
県
内
均
一
化
に
つ
い
て

３
番

大
島  

愛
音

「
全
国
学
力・学
習
状
況
調
査
」に
つ
い
て

八
潮
市
の
高
次
脳
機
能
障
害
の

支
援
体
制
に
つ
い
て

　

県
は
市
が
そ
れ
ぞ
れ
税
率
を

定
め
て
い
る
国
保
税
の
県
内
均

一
化
を
進
め
て
い
る
。
八
潮
市
に
お

い
て
は
市
民
が
年
間
約
３
万
円
の
負

担
増
と
な
る
試
算
が
示
さ
れ
て
い
る
。

物
価
の
高
騰
な
ど
で
暮
ら
し
が
苦
し

い
今
、
こ
の
可
処
分
所
得
を
減
ら
す

取
り
組
み
に
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ

る
と
は
思
え
な
い
が
、
市
の
見
解
や

県
と
の
や
り
取
り
を
伺
う
。

　

①
八
潮
市
民
の
負
担
増
額
は
②
市

内
対
象
世
帯
数
は
③
県
か
ら
本
市
へ

医
療
資
源
・
医
療
体
制
の
地
域
格
差

へ
の
是
正
策
提
示
は
④
県
が
示
す
医

療
費
抑
制
の
新
た
な
対
策
は
あ
る
か
。

　

①
令
和
９
年
度
の
準
統
一
に

向
け
、
県
か
ら
の
市
町
村
標
準

保
険
税
率
の
推
計
例
で
は
現
在
の
本

市
よ
り
所
得
割
で
２
・
５
１
ポ
イ
ン

ト
高
く
、
均
等
割
で
３
万
４
１
７
７

円
高
い
状
況
。
②
本
市
の
対
象
世
帯

は
令
和
６
年
度
で
す
と
１
万
４
５
２

世
帯
。
③
埼
玉
県
で
は
医
療
費
水
準

の
格
差
は
小
さ
い
方
で
、
特
段
の
取

り
組
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
④
医
療
費

適
正
化
の
取
り
組
み
は
特
定
健
診
受

診
率
・
特
定
保
健
指
導
実
施
率
の
向

上
等
が
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
も
の

は
特
別
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

Q

Ａ

　

令
和
元
年
度
に
策
定
さ
れ
た

「
八
潮
市
学
校
適
正
配
置
指

針
・
計
画
」
に
お
い
て
、
「
小
規
模

特
認
校
制
度
」
が
導
入
さ
れ
３
年
経

過
し
ま
し
た
。
成
果
が
な
い
と
判
断

さ
れ
た
理
由
及
び
今
後
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

　

指
針
・
計
画
に
お
け
る
小
学

校
の
適
正
規
模
は
、
11
学
級
以

下
は
「
小
規
模
校
」
と
し
て
将
来
に

向
け
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
し
て

お
り
、
令
和
３
年
度
か
ら
小
規
模
特

認
校
制
度
を
導
入
し
、
児
童
数
の
増

加
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

八
條
中
学
校
に
お
い
て
も
今
年
度
か

ら
導
入
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
児
童
数

の
増
加
を
促
進
す
る
と
い
う
当
初
の

目
的
を
達
成
し
て
い
な
い
状
況
を
踏

ま
え
、
八
潮
市
学
校
適
正
配
置
指

針
・
計
画
策
定
委
員
会
に
お
い
て
議

論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
成
果

が
な
い
と
判
断
し
て
い
る
も
の
で
は

有
り
ま
せ
ん
。

　

八
條
地
域
の
一
部
は
、
市
街
化
調

整
区
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
口
増

加
が
見
込
め
ず
児
童
数
の
推
計
に
お

い
て
も
減
少
傾
向
で
す
。
指
針
・
計

画
策
定
委
員
会
の
意
見
も
踏
ま
え
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Q　

八
潮
市
は
こ
ど
も
家
庭
庁
が

掲
げ
る
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
宣

言
」
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
令
和
５
年

11
月
に
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
応
援
サ

ポ
ー
タ
ー
」
就
任
を
宣
言
し
ま
し
た
。

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ
ー
タ

ー
」
と
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
ア
ク

シ
ョ
ン
の
進
捗
状
況
、
今
後
の
課

題
・
展
望
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
の
ペ
ー

ジ
を
作
成
し
、
市
長
に
よ
る
「
こ
ど

も
ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」
宣

言
の
動
画
や
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」

ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
発
信
し
て
い

ま
す
。
令
和
６
年
度
の
主
な
ア
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
は
、
八
潮
市
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
こ
ど
も
医
療

費
の
対
象
年
齢
の
拡
大
、
こ
ど
も
の

学
習
支
援
事
業
補
助
金
の
創
設
な
ど

で
す
。
今
後
も
安
心
し
て
こ
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
す
支

援
策
を
実
行
す
る
と
と
も
に
、
こ
ど

も
の
権
利
条
約
や
こ
ど
も
基
本
法
に

つ
い
て
も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

啓
発
す
る
な
ど
、
こ
ど
も
や
子
育
て

世
帯
を
社
会
全
体
で
支
え
る
機
運
の

醸
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q ＡＡ

　

今
年
度
も
、
子
ど
も
た
ち
の

学
力
状
況
を
把
握
す
る
「
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
本
市
の
今
年
度
の
調
査

結
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
調
査
に
つ
き
ま
し

て
は
、
４
月
18
日
に
、
小
学
校

６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
の
調
査

結
果
で
す
が
、
全
国
平
均
正
答
率
に

比
べ
、
小
学
校
国
語
で
は
、
プ
ラ
ス

２
・
３
ポ
イ
ン
ト
、
算
数
で
は
プ
ラ

ス
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
中
学

校
国
語
で
は
、
マ
イ
ナ
ス
３
・
１
ポ

イ
ン
ト
、
数
学
で
は
マ
イ
ナ
ス
０
・

５
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
国
語
と
算

数
・
数
学
を
合
わ
せ
た
小
学
校
全
体

の
結
果
で
は
、
プ
ラ
ス
１
・
５
ポ
イ

ン
ト
、
中
学
校
全
体
で
は
、
マ
イ
ナ

ス
１
・
８
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
本
調

査
が
実
施
さ
れ
て
以
降
、
最
も
高
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
一
層
の

学
力
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

QＡ　

国
の
令
和
６
年
度
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
に
て
高

次
脳
機
能
障
害
支
援
体
制
加
算
が
新

設
、
そ
の
加
算
要
件
と
な
る
支
援
者

養
成
研
修
の
募
集
が
県
で
開
始
さ
れ

た
。
第
７
期
障
害
福
祉
計
画
・
第
３

期
障
害
児
福
祉
計
画
策
定
に
係
る
国

の
基
本
指
針
と
、
令
和
６
年
９
月
30

日
に
改
正
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

で
は
、
ど
ち
ら
も
強
度
行
動
障
害
や

高
次
脳
機
能
障
害
を
有
す
る
障
が
い

児
に
つ
い
て
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
課

題
の
整
理
、
専
門
的
人
材
の
育
成
、

地
域
資
源
の
開
発
を
行
い
連
携
体
制

を
作
っ
て
い
く
と
記
さ
れ
て
い
る
。

八
潮
市
こ
ど
も
計
画(

案)

へ
も
強
度

行
動
障
害
や
高
次
脳
機
能
障
害
の
あ

る
お
子
さ
ん
へ
の
対
応
と
い
う
文
言

と
、
養
成
研
修
を
通
し
て
の
専
門
的

な
人
材
の
育
成
の
施
策
を
記
し
て
頂

き
た
い
が
お
考
え
を
伺
う
。

　

　

よ
り
専
門
的
な
支
援
が
必
要

と
な
る
障
が
い
の
政
策
等
は
、

事
務
事
業
の
運
用
の
中
で
対
応
し
て

い
く
。
基
本
的
方
針
の
記
載
に
つ
い

て
は
、
任
意
記
載
事
項
で
あ
り
、こ
ど

も
計
画
に
は
、
こ
ど
も
・
若
者
に
対

す
る
全
般
的
な
施
策
を
記
載
す
る
。

Q

Ａ

※
議
員
名
の
右
の
番
号
は
、議

席
番
号
を
示
し
て
い
ま
す
。

※
議
長
、副
議
長
及
び
監
査

委
員
の
職
に
就
い
て
い
る

議
員
は
、申
し
合
わ
せ
に

よ
り
、一
般
質
問
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

令和7年（２０25年）2月

4

算  数

国   語


